
|1|

含：

アプリケーション例

Code 3754, Rev. 2、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月

データシート

HEADlab 第２世代 6チャンネル電圧 /マイクロホン 入力モジュール、

HD ワイドレンジ入力 (高ダイナミックレンジ) 



概 要
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labM6 IIは、HEADlink 2.0伝送プロトコルにより、

HEADlink 1.0と比較して、同じチャンネル数で2倍のサ

ンプリングレートを実現する、第二世代のHEADlab入力

モジュールです。labCTRL II.1と組み合わせることで、第

二世代HEADlabコントローラーであるlabM6 IIは最大

サンプリングレート204.8 kHzを実現します。

最大6つのコンデンサー型マイクロフォンをlabM6 IIに直

接接続できます。モジュールのインピーダンス変換器の供

給電圧は15 Vと60 Vを切り替え可能で、これにより低ノ

イズマイクロフォンの使用も可能になります。BNCアダプタ

もLEMOソケットに接続でき、ICP®センサー（ACまたは

DC）の利用が可能です。

すべてのチャンネルはHDワイドレンジ入力としても、従来

の固定測定範囲30 mV～30 Vで利用することもできま

す。

HDワイドレンジ域入力は、高ダイナミックレンジやレベルが

大きく変動する信号の測定も可能にします。過負荷や非

常に低いボリュームでの録音に備えた設定の変更は必要

ありません。

もう一つの特別な機能は、HEAD acousticsによって開

発された「0 Hz ICP-DC結合」で、これは例えば、地震

センサーを利用した低周波信号の測定に利用できます。

主なフィーチャー

アプリケーション

第２世代 HEADlab 入力モジュール

› HEADlink 2.0 伝送プロトコル

最大6つのコンデンサーマイクロホンを接続して、HD ワイドレン

ジ入力または従来形式の30 mV ～ 30 V の固定測定範囲

ですべてのチャンネルを利用できます。

過負荷の際に影響を受けたチャンネルを自動的に遮断する為

の過負荷検知

切り替え可能な接続タイプ：DC、AC、ICP、ICP-DC

従来型測定範囲： 0.03 V、0.3 V、3 V、30 V

最大サンプリングレート： 204.8 kHz

有利なローカット周波数： 1.58 Hz

HEAD acoustics の “0 Hz ICP-DC カップリング“

アナログハイパスフィルター

› 1.58 Hz、一次 (AC モードではスイッチオフできません。)

› 22 Hz、二次 (チャンネルごとに切り替え可能)

HEADlab システムの他のモジュールやPCインターフェイスからの

入力は電気的に絶縁

ノイズレス(ファン非搭載)、堅牢設計

ロック機構採用 (複数モジュールを簡単接続)

最大 6 コンデンサーマイクロホン (低ノイズ、音響パワー) と

最大サンプリングレート204.8 kHzでデータ収集

Code 3754, Rev. 2、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月
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納品アイテム

Code 3754, Rev. 2、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月

ハードウエアアクセサリー

必要アイテム (以下リストのコントローラー/フロントエンドのいずれか)

ソフトウエアアクセサリー

必要アイテム (コントローラー、PCへの接続時)

必要アイテム (HEADlink ケーブル)

オプション アダプターケーブル



|4|

接続

Code 3754, Rev. 2、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月

概 要

データ収集

コントロール / 電源供給 コントローラー / フロントエンドへの
接続

接続センサー

HEADlink プロトコル 2.0 (最大204.8 kHz)

› コントローラー labCTRL II.1

› コンパクトシステム labCOMPACT12 II

labCOMPACT24 II 

› ハイエンド 2-チャンネルフロントエンド labHSU 

› ダミーヘッド HMS V

HEADlink プロトコル 1.0 (最大 102.4 kHz)

› モバイル 8-チャンネル録音再生システム

SQuadriga III

› HEAD VISOR マイクロホンアレイ VMA V

電源供給

› HEADlink経由

› エネルギー消費：12 W

コンデンサーマイクロホン

ヘッドショルダーユニット HSU III.2、HSU III.3

バイノーラルヘッドセットBHS II

電圧/ICP センサー
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技術データ

一般

Code 3754, Rev. 2、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月

デジタル HEADlink
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アナログ入力、電圧/MIC

アナログ入力、電圧/ICP

Code 3754, Rev. 2、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月



データシート D50000jp1 概要_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年6月|6||6| データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年12月

お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ICPは PCB Piezotronics Inc.の登録商標です。LEMOはLEMO SAの登録商標です。

ダイナミクス

「ダイナミクス」という用語には標準化された計算方法がありません。これが、labVF6-Iso IIのS/N比（SNRまたは

S/N）が指定される理由です。この値は、labVF6-Iso IIの全帯域ノイズフロアレベルに対する最大変調の正弦波音

のレベルに基づいて計算されます。文献では、「ダイナミクス」という用語がS/Nとの類推で使用されることがありますが、こ

れはしばしば固有ノイズの狭帯域計算に基づいています。分析帯域幅に応じて、labVF6-Iso IIは「ダイナミック」値が

非常に高くなります。

ICP は PCB Piezotronics Inc.の登録商標です。LEMO は LEMO SA の登録商標です。

1 有効条件：周囲温度23°C、73.4°F（±3°C、±37.4°F）、動作時間≥1時間。デバイスの振動励起は、測定値に偏差を引き起

こす可能性があります。

アナログ入力、電圧/Mic 測定範囲 1
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